
長野市自転車活用推進計画策定のためのアンケート調査結果【市民向け】（速報）
 

1）調査の目的 

長野市自転車活用推進計画の策定にあたり、長野市内の自転車交通の現状

及び市民等の意識を把握し、計画に反映させることを目的として実施した。 

 

2）調査方法 

 対象者：20歳以上の長野市内在住者 2,639人 

 調査方法：郵送による配布及び回収 

 調査期間：R1/11/13（水）～12/2（月） 

 

3）回収数・回収率  

配布数 2,639  

有効配布数 2,639  

回収数 930  

回収率 35.2％  

誤差率 

（信頼度 

95％） 

3.2％ 
母集団： 

276,690人 

 

 

4）集計結果（抜粋） 

 

［問 8］自転車の利用頻度 

 「ほぼ毎日」が 28.8％、「週 2、

3 日程度」が 16.4％で、日常的

に自転車を使用している人は回

答者の45.2％であった。 ☞p.6 

 

 

 

［問 9］自転車を利用する主目的 

 「買い物・食事」が 38.0％、「通

勤・通学」が 30.0％で、この 2

つの目的で 7割近くであった。 

 ☞p.6 

 

 

 

 

 

 

［問 10］ 自転車を利用する主な理由 

 

 「最も早く移動できる

から」が最も多く、回答

者の 31.4％が回答。次い

で「健康に良いから」

（26.3％）、「駐輪に困ら

ないから」（25.2％）の順

であった。 ☞p.7 

 

 

 

［問 13］自転車利用促進につながる取組 

 肯定的な意見が最も多かった項目は、「①自転車が安全・快適に走行で

きる空間が整備される」で合計 75.2％。次いで「②駅・バス停周辺で駐

輪スペースが整備される」（72.5％）。 

 否定的な意見が最も多かった項目は「⑥勤め先などでシャワー・更衣室

が設置される」で合計 25.7％。次いで「⑩利用促進につながるイベント

が開催される」（23.4％）。 ☞p.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 15・16］ 自転車走行時に感じる危険・自転車に対して感じる危険 

 最も多かった「自動車

の通行があるとき」は

回答者の半数以上が

回答した。 

 次いで多かったのは

「道路に凹凸や段差

が多いとき」で半数以

上の 50.9％であった。 

 ☞p.10 

 

 最も多かった「携帯

電話等を操作しなが

らの運転」の回答数

は回答者の 1/4 超え

が回答した。 

 次いで多かったのは

「夜間の無灯火」で

1/4近くが回答した。 

 ☞p.11 

 

 

 

［問 22］自転車交通ルールの認知度 

 自転車の交通ルールについては全体的に認知されており、1つの項目を

除いて「知っている」が 50％以上であった。 ☞p.15 

 

 

［問 25］自転車保険への加入 

 「加入している」が 32.6％で最も多

かった。 

 「今は加入していないが、今後加入

したい」が 20.2％で、「加入している」

との合計は 52.8％と半数を超えてお

り、保険に対する関心は高いといえ

る。 

 ☞p.17 

 

 

 

 

［問 29］長野市の自転車に関する取組への満足度 

 満足の度合いが比較的高いのは「自転車の駐輪スペース」及び「自転車

の走行の安全性」。 

 不満の度合いが比較的高いのは「自転車の走行の安全性」及び「自転車

利用者のマナー」。 

 ☞p.20 

回答数 比率

ほぼ毎日 190 28.8%

週２、３日程度 108 16.4%

週１日程度 92 14.0%

月１日程度 84 12.8%

年に数回程度 106 16.1%

利用していない 79 12.0%

回答者数 659 100.0%

(n=659)
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回答数 比率

買い物・食事 219 38.0%

通勤・通学 173 30.0%

レジャー・スポーツ 38 6.6%

仕事（配達など） 20 3.5%

子どもの送り迎え 14 2.4%

通院 11 1.9%

その他 101 17.5%

回答者数 576 100.0%

(n=576)
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回答数 回答者比

最も早く移動できるから 292 31.4%

健康によいから 245 26.3%

駐輪に困らないから 234 25.2%

環境にやさしいから 128 13.8%

維持するコストが安いから 115 12.4%

自転車に乗るのが好きだから 67 7.2%

所有しているのは自転車だけだから 66 7.1%

その他 72 7.7%

回答者数 1,219 －

(n=1219)
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回答数 回答者比

自動車の通行があるとき 505 54.3%

道路に凹凸や段差が多いとき 473 50.9%

道路が狭いとき 438 47.1%

道路が暗いとき 399 42.9%

歩行者とすれ違うとき・追い抜くとき 369 39.7%

路上駐車があるとき 310 33.3%

他の自転車の通行があるとき 237 25.5%

バイクの通行があるとき 192 20.6%

道路に電柱や看板があるとき 188 20.2%

特に危険は感じない 4 0.4%

その他 35 3.8%

回答数 3,150 －
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回答数 回答者比

携帯電話等を操作しながらの運転 712 76.6%

夜間の無灯火 697 74.9%

交差点からの飛び出し 610 65.6%

イヤホンをしながらの運転 547 58.8%

傘をさしながらの運転 546 58.7%

歩道を走る自転車 381 41.0%

二人乗り 315 33.9%

特に危険は感じない 6 0.6%

その他 107 11.5%

回答数 3,921 －

(n=3921)
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■自転車運転中 

■自転車に対して 

回答数 比率

加入している 303 32.6%

今は加入していないが、今後加入したい 188 20.2%

今は加入しておらず、今後も加入しない 123 13.2%

無回答 316 34.0%

回答者数 930 100.0%

(n=930)
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資料１－１ 


